
 

ハビリポート若葉若竹 地域連携推進会議 議事録 

 

日 時 ： 令和 7年 10 月９日(木) 10 時～12 時 

 

場 所 ： ハビリポート若葉若竹 スバル 

 

構成員 ： 利用者代表  ２名（若葉より男女各 1名） 

家族代表   ２名（若葉１名、若竹１名） 

地域の関係者 １名（地区社会福祉協議会） 

福祉に知見のある人 １名（他社福法人の障害者支援施設施設長） 

行政     １名（金沢市障害福祉課）オブザーバーとして参加 

 

施 設 ： ６名（施設長、副施設長、サービス管理責任者、支援員） 

 

内 容 ： １導入 

(1)施設長あいさつ 

   (2)自己紹介 

(3)地域連携推進会議について 

２施設見学 

３会議 

(1)施設・地域の連携 

        ・施設の概要（入居者の概要、入居経緯、年齢等） 

        ・障害の理解（入居者の障害について） 

        ・地域との交流状況 

        ・質疑応答 

       (2)施設等やサービスの透明性、質の確保 

        ・利用者の日常生活 

        ・経営状況 

        ・BCP 策定状況、相互協力協定 

        ・質疑応答 

       (3)利用者の権利擁護 

        ・近年の障害者虐待報告数（施設の虐待防止措置も含めて） 

        ・自己決定の尊重と意思決定支援の配慮について 

        ・質疑応答 

 

 



意見、質疑応答 

 

(1) 施設・地域の連携  

① 意見 福祉に知見のある人 

私たちの施設では、近隣の小学校が閉校するなど地域が弱くなっている

印象がある。以前は同じようにできていた地域交流が減少している。 

 

② 意見 地域の関係者 

この地域も高齢化が進むなど地域活動が難しくなってきた。スクールサ

ポート隊も維持に苦慮しており、この地域の活動に施設が協力してくれて

いることに感謝している。施設とのかかわりは重要だと考えている。 

 

③ 意見 家族代表 

見学で気づいたが昔に比べて車いすの方が多くいらっしゃる印象を受け

た。歯科往診があることは利用者にとって便利だと感じた。 

 

④ 質問 地域の関係者 

日常生活の中で、間食は施設から提供しているのか、家族からの持ち込 

みなのか。 

回答 施設 

施設が準備して提供しているが、家族が持ち込むケースもある。 

 

⑤ 質問 地域の関係者 

軽作業の収入と、利用者に支払う工賃はそれぞれどのくらいか。 

回答 施設 

収入は施設全体で月約２～３万円。うち工賃は一人あたり月 500 円～

1,500 円で、取り組む姿勢や任せられる工程などを総合的に評価して額を決

めている。 

 

⑥ 質問 地域の関係者 

日中活動の中で、軽作業以外に収益があるものはあるか。 

回答 施設 

現在はない。以前は農耕班に収益があったが、外で活動する元気がある

利用者も少なくなり、近年は獣害の懸念もあるため、活動は縮小せざるを

得なくなっている。 

 

 



(2) 施設等やサービスの透明性、質の確保 

① 質問 福祉に知見のある人 

施設が山間部にあるが、土砂災害などの危険性はあるか。 

回答 施設 

公表されているハザードマップでは警戒区域には指定されていない。近

年増加している線状降水帯などによる集中豪雨には警戒が必要と考えてい

る。 

 

② 質問 地域の関係者 

熊や猿の被害があるか、対策はどうしているか。 

回答 施設 

熊はないが猿や猪はよく周辺に出没し、農耕班が作る作物に被害がある。

猿は敷地内にも入り込む様子を確認している。職員で目撃した場合や近隣

から情報があれば、館内放送をかけて窓を閉め、注意喚起している。 

 

③ 質問 福祉に知見のある人 

防犯カメラは設置されているか。 

回答 施設 

現時点で設置していない。無届外出など、利用者の安全確保のためのもの

は検討している。 

 

(3) 利用者の権利擁護 

① 質問 福祉に知見のある人 

後見人が選任されている方はどのくらいの割合でいるか。 

回答 施設 

若葉は 40 人で約 1/4。若竹は 14 人で約 1/3。 

質問 福祉に知見のある人 

そのうち家族後見と第三者後見の割合はどのくらいか。 

回答 施設 

同じくらいだと記憶している。（会議後、確認済） 

 

② 意見質問 金沢市障害福祉課 

施設で事故が起きた際、市に事故報告書の提出を求めており、ハビリポ

ートの報告は多い。これは隠さずにきちんと報告し、再発防止策をきちん

と検討しているのだと評価している。規模に対して報告が少ない施設は再

発防止がされにくいと見ることができる。 

虐待について同じ視点から言うと、虐待件数は説明にあったように全国  



的にも金沢でも増加しており、通報義務が浸透してきたという見方ができ

る。虐待の原因には、職員の心理的ストレスや過重労働もあるが、施設とし

て虐待防止対策をも少し具体的に説明して欲しい。 

回答 施設 

虐待防止、身体拘束廃止委員会などで、疑わしい行為がないか、目撃した 

ことがないかなどを確認するとともに、年 1 回職員へのアンケートも行っ

ている。施設内での研修のほか、法人のキャリアパス研修や外部研修に参加

している。 

 

③ 質問 利用者代表 

暴力をふるった人は警察につかまる。警察に逮捕されて留置所に連れて

いかれる。戻ってこれないか。 

回答 施設 

暴力をふるった人は逮捕されて施設に戻って来ないのかを聞きたいので  

しょうか？ 

質問 利用者代表 

無言でうなずく。 

回答  施設 

万が一、職員が利用者に対して虐待をした場合は厳しく対応する。利用者

同士のケンカなどで警察に通報するかは怪我の有無や大きさなどで判断す

る。 

 

④ 質問 福祉に知見のある人 

実習生の受け入れはどのような状況か。 

回答 施設 

毎年、福祉系の教育機関には受け入れ可能の返事をしている。昨年度は  

応募がなかった。当苑が山間部にあり、通うのに不便ということや、福祉系

の学校の生徒数も減少していることも原因かと思われる。栄養士の実習は

ほぼ毎年 2 人受け入れている。 


